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テレビ会議の様子 

 

表紙の写真は、県北集会でのクラフト作品です。 

(写真立て／石鹸のデコパージュ)故 谷津幸光様 作 

※写真立ての中には県北の皆さんの写真が入れてある 

そうです。 

5 月の役員会は、私たちも「テレビ会議」に挑戦しました。 

小さなトラブルはありましたが、初めての体験にワクワクしな 

がら、楽しく会議をすることが出来ました。 
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副会長 細川 善満 

私の息子が二年余り務めていた会社を解雇されたため、3 月上旬に国民年金および健康保

険の切り替えなどの手助けのために東京に出向いた。東京の様子は通常と変わらず、マスク

姿もちらほら、役所もこれといった対応がされていない状態でした。 

再度、ハローワークへ求職届および雇用保険受給の申請、さらに障害者年金申請用診断書

の作成などのために 3月下旬にも、息子の所に出向いた。3月初めの東京感染者数一桁台が

下旬には急激に増え始め三桁台に迫る勢いだった。アルコール消毒液の設置、駅近くの人通

りも半減、ほとんどの人がマスク着用、さらに公共施設および遊戯施設等は休館と様変わり

してきた。私もじわじわと新型コロナウイルスの恐ろしさと不安が身近に感じられるように

なってきた。早く東京を離れたい気持ちになった。 

茨城に帰ってすぐに緊急事態宣言が出され、東京へ行くことも息子を帰省させることもで

きなくなった。こんな事態になるなら息子を茨城に連れて帰ればよかったかなと思った。東

京を行き来している人からの感染が広がっているとの報道を聞くと、私たちも感染者ではな

いか心配になった。体温なんか普段は滅多に測らなかったのに毎日測定し始めた。さらに人

との接触も避けた。2週間から 3週間たっても症状が出ないし体温も安定しているので安心

した。しかし妻は以前に比べると平熱が高めで、しかも体温が上がると体調が悪い、疲れや

すいと言っている。未だに感染を気にしている。感染はしていないと思うが何らかの病気に

かかっている可能性もあるので新型コロナウイルスが落ち着いたら病院に行かせようと思っ

ている。 

息子からメールで雇用保険受給認定日にハローワークに行くが、どうすればいいと聞いて

きた。ハローワーク HP で新型コロナウイルス対処法を調べてみたら郵送でもよく、PC メ

ールでその方法を送信した。この時期公共交通機関を使うと感染の恐れがあるので、訪問は

やめた方がいいとアドバイスした。するとコンビニでの印刷ができないと回答してきた。そ

こで私の方で申告書をダウンロードし、サインと日付を記入すればいいように準備して、送

信用と返信用の封筒と切手を同封して息子に郵送した。すると、今度は提出する雇用保険受

給資格者証が見当たらないと問い合わせてきた。「まいったな！」と思いハローワークに問合

せをしたら、初回認定日には提出は必要ないとのこと。渡されていないのだから有るわけが

ない。その他にも料理レシピーのこと、物がない、油を床にこぼしたなど次から次へと電話

およびメールで問い合わせがきた。息子の所に飛んでいけば、すぐに片付くことばかりでイ

ライラする。 

最近収束の報道が伝えられ、規制も緩和の方向に向かっているよう

である。早く外出規制が解かれ、息子の所に行きたいという強い思い

がします。それでも幸いなことに、5 月 10 日放送の TBS 報道特集

で失語症についての特集があり、インタビューを受けた息子の顔を久

しぶりに見ることが出来ました。 

家族全員が感染せずにいられたことは喜ばしいことです。新型コロナウイルスはしつこく

て、感染期間もながく、再発の恐れもある厄介なウイルスである。罹らないことが一番です。

友の会の皆様も感染に十分に気を付けましょう。早く皆様と顔合わせしたいものですね。収

束でなく終息することを願わずにはいられません。  

は じ め に 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1200&cid=4&cid2=12
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
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 令和 2年度 高次脳機能障害友の会・いばらき 事業予定   

※新型コロナウィルスの感染状況によっては、行事の変更もあり得ます。 

 役  員  会  報  告   

令和 2年 3月 17日 ------ 議事（１）令和 2年度総会について 

 （２）各集会の感想 

 （３）筑波のかえる 46号について 

 （４）当事者会活動について 

 （５）その他 

令和 2年 5月 19日 ------ 議事（１）令和 2年度総会について 

（Web会議） （２）今後の事業について 

 （３）筑波のかえる 47号について 

 （４）その他  

 家 族 会 交 流 室 か ら の 報 告   

令和 2年３月１３日 

令和 2年４月１０日 新型コロナ感染拡大の為 中止 

令和 2年５月 0８日 

 会     員 役 員 会 そ  の  他 

６月 

12日 家族会交流室 

（Webでの交流室） 

1６日 役員会 15日 会報誌 4７号発行 

７月 

10日 家族会交流室 

17日 県北家族の集い 

19日 第 1回当事者会 

22日 神栖集会 

   

８月 

14日 家族会交流室 

未定 県北集会 

26日  神栖集会 

18日 役員会  

９月 

11日 家族会交流室 

18日 県北家族の集い 

23日 神栖集会 

 15日 会報誌 4８号発行 

 

役員会から 

項 目 

月 
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ようやく茨城県も緊急事態宣言が解かれましたが、自粛モードはまだまだ続きそう

です。会員の皆様におかれましても、このたびの新型コロナウイルスの流行では、不

安で不自由な日々を過ごされたことと存じます。 

人は、人との関係性の中で癒されます。朝起きたら「おはよう」と顔を合わせる家

族、毎日通う施設や職場の仲間、その気になればいつでも会いに行ける遠方の友人、

ご近所との世間話、行きつけのお店のレジでのやりとりでさえも。そんな日常のあり

がたさに改めて気づかされるとともに、今までの常識が通用しない状況に、戸惑いを

感じておりました。 

当会も、交流室や集会が次々に中止となり、総会についても書面議決での総会とな

りました。顔を合わせて話し合いのできる環境が取りづらくなったいま、改めて人と

人との繋がり、家族会の重要性を思います。皆様から届いた書面表決の葉書には近況

を伝える言葉や励ましの言葉が添えられており、会を運営する役員にとりましても大

きな励みとなりました。役員全員で共有いたしております。皆様のご協力に深く感謝

申し上げます。 

さて、書面議決とした本年度の高次脳機能障害友の会・いばらき総会は、令和 2年

5月 11日までに書面表決書をご提出いただきました。その結果について下記のとお

りご報告いたします。 

記 

☆令和 2年度 高次脳機能障害者友の会・いばらき総会議決結果 

書面表決返送数 40（正会員数 59）・書面表決返送数 21（賛助会員数 35） 

 

【議  案】 第1号議案 令和元年度事業報告について 承 認 58 ・否 認 0 

 第2号議案 令和元年度決算報告について 承 認 58 ・否 認 0 

 第3号議案 令和2年度活動計画案について 承 認 58 ・否 認 0 

 第4号議案 令和2年度予算案について 承 認 58 ・否 認 0 

 第5号議案 役員改選について 承 認 58 ・否 認 0 

【結  果】 すべての議案について、過半数の賛成をもって可決されました。 

【特記事項】 この結果の報告をもちまして、高次脳機能障害者友の会・いばらき本部

役員も新体制での活動を開始いたします。今年度は新事業として、高次

脳機能障害者支援センターのご協力により当事者会を開催します。交

流室・各地区集会等とともに、開催の準備ができましたらご案内致しま

す。今後とも家族会活動へのご理解、ご協力のほどよろしくお願い申し

上げます。 

高次脳機能障害者友の会・いばらき 

会長 滝沢静江 

令和 2年度総会報告 
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 令和 2年度 役員紹介   

会 長 ------ 滝沢 静江 

副  会  長 ------ 石井 安雄 

副  会  長 ------ 細川 善満 

会    計 ------ 本田 孝男（新） 

広    報 ------ 石﨑 泰子 

県南地区委員 ------ 浅野美津子（家族会交流室担当兼任） 

神栖地区委員 ------ 御所脇美代子 

当事者会委員 ------ 飛田 利恵（新） 

委   員 ------ 黒瀬 宰基（ホームページ担当） 

委 員 ------ 宮内 初江（神栖地区委員補佐） 

会 計 監 査 ------ 菊地 恵子 

会 計 監 査 ------ 山崎  勲 

顧  問 ------ 丹羽真理子 

 

＜＜ 新 役 員 か ら 一 言  ＞＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜ お疲れさまでした （退任する役員） ＞＞ 

副 会 長 -------- 小野瀬 須満 様  

委  員 -------- 笹 原 晃江 様 

委  員 -------- 村 山 正子 様 

 会計 本田孝男 

 昨年 9 月から家族会に参加させ

て頂いている本田です。約 3 年前

に家内がくも膜下出血の後遺症で

高次脳機能障害となり、現在は守

谷の自宅でリハビリをしており交

流室で何回かお世話になっていま

す。コロナの影響で下期からです

が会計を担当いたしますので今後

ともよろしくお願いいたします。 

 当事者会委員 飛田 利恵 

 この度、役員になりました飛田

です。不慣れで分からない事も多

いと思いますが、友の会がより充

実した活動が出来るよう、関係者

の皆様に助けていただきながら精

一杯頑張りたいと思います。仕事

の都合でご迷惑をおかけすること

もあるかもしれませんが、どうぞ

よろしくお願いいたします。 
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 新型コロナ感染防止対策のため、神栖集会も４、5月は 

中止でしたが、6月はおしゃべりができる機会を待ちわびて 

いると思い考えを巡らせています。 

 当事者、家族の方は一変した毎日をどのように過ごして 

いるのか気になります。医療従事者の方への感謝はもちろんですが、 

多くの職種の方の労力で生活が成り立っていることを再確認しています。 

 息子の勤務先は「クリーンセンター」で、時々送迎をします。この機会に大掃除を

した家庭も多いようで自粛の早い段階で今までにない粗大ごみの多さに驚き、処理が

追いつかない状況を目の当たりにし、コロナがもたらした潤滑のない恐ろしさを感じ

ました。自然災害と新型コロナウィルス、あまりにも便利すぎる奢った生活を見直す

警鐘なのかもしれません。 

 密にならない生活をと、家庭菜園で汗を流し、春の山菜を見つけに出かけ去年と変

わらない日々を送れたこと、友人たちの優しさに感謝しています。これからも気を抜

かず、うがい、手洗い等、生活の基本を身につけ、知恵を分け合って過ごしましょう。 

 

 

 

緊急事態宣言は解除になったものの、皆さんいまだ先の見えない不安の中での毎日を

お過ごしのことと思います。 

今年度、県南集会として４月５月と２回連続でコラージュ教室を計画しましたが、

施設の閉鎖により、両日とも開催できませんでした。楽しみにしておられた方も多く、

講師の笹島先生もとても前向きな方で、人数が少なくてもやりたいと仰っていました

が、とても残念なことでした。この事態が収束したら、改めて計画をしましょうと先

生からも提案がありました。その時期が来たらまたお知らせ

したいと思います。 

県南地区では、収束の様子を見ながら、楽しい企画をした

いと考えております。まずは、家族だけでのおしゃべりラン

チ会なども考えています。楽しみにお待ちください。 

神栖の広場 

県南の広場 
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新型コロナウイルスの影響をうけて 

―「にもかかわらず」と「だからこそ」－ 

茨城県高次脳機能障害支援センター 

センター長 小原 昌之 

会員の皆さん，お元気でお過ごしでしょうか。この度の新型コロナウイルスによる

影響で，私たちの心や体，家族関係，職場や地域の人間関係，そして経済的影響にわ

たるまで，おひとりおひとりが様々にご苦労されてきたこと，お見舞い申し上げます。 

 これまで，東日本大震災から日本各地での地震，大雨などの自然災害が毎年発生し，

茨城でも鬼怒川，那珂川流域の洪水で多くの方が被災されました。ローカルな所で起

きた災害には他の場所から応援部隊が駆けつけられます。今回のコロナ禍はローカル

ではなく，日本や世界全体を巻き込んだパンデミック災害です。感染拡大防止のため，

人と人が物理的に分断され，自然災害とは違った事態になってしまいました。目に見

えない脅威により，かつてないほど数々の社会的障害を皆が共有することとなったの

です。 

 当センターでは，四月上旬より県の感染症拡大防止の方針にのっとり，二人の職員

で電話相談対応をし，他の職員は在宅勤務をしてまいりました。私たちの基本方針の

一つであるモバイル型支援は，現場に向かい，当事者や支援者とお会いし，必要な支

援の関係をつないでいくことです。この活動が抑制される影響はありましたが，相談

電話の件数は例月と変わらず，高次脳機能障害に関して相談を求められる方々は常に

おられます。 

 このような状況下で，私たちひとりひとりができることには限りがあり，無力感や

徒労感にさいなまれたり，先が見えない不安感に揺さぶられることも多いと思います。

「今できることをやっていくしかない」という声もよく聞かれましたし，とても現実

的な表現だと感じます。でも，その他に，この場で皆さんに私から何をメッセージで

きるのか，原稿依頼があってから数日考え，今，二つのメッセージが浮かんできてい

ます。それは「にもかかわらず」と「だからこそ」という物事の捉え方と考え方です。

「にもかかわらず，やれることをやっていこう」「だからこそ，今までやらなかったこ

とに挑戦してみよう」という発想で，皆さんの活動が新たな展開をされることを願っ

ております。 

当センターでは，今年度，相談，技術支援，基礎講座などの研修やその他の会合な

どを，インターネットが見られる環境なら，どなたでも利用できるオンラインでの実

施も検討し準備を進めているところです。スマホやパソコンでインターネットを見る

ことがなかった会員の方は，ぜひこの機会にトライされてみたらいかがでしょう。オ

ンラインでお会いできる機会もできたら「コロナ禍にもかかわらず」つながって支え

合うことができると思うのです。 

 どうぞ皆さんお元気で，またお会いできる日を楽しみにしております。 

 高次脳機能障害支援センターより 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1591364494/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cucGFyYS1nYWxsZXJ5LmNvbS90YWcvJUVGJUJDJTk2JUU2JTlDJTg4/RS=%5EADB49Fcf7sum73flMnwCICuat7HwFU-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTE3MyZsPXJpBGlkeAMwBG9pZANBTmQ5R2NTSVVUdzJUbmNGdjZQX3ctNkhzWmVUb2pEZUtjc3hFdUN6SHRXR0VULVZ0UldzR2JudTdmV0VhS1EEcANOdWFjaU9PQnJ1ZUVvZWFXbWVPQ3BPT0RxZU9DdWVPRGlBLS0EcG9zAzE3MwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
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高次脳機能障害支援センター 

新任職員の紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡野 由美 

今年度５月に高次脳機能障害支援センターの職員になりました岡野と申しま

す。私は永らく高齢福祉の仕事に従事しており，その中でも数多く関わってきた

のが認知症の方々でした。福祉の仕事に就くきっかけとなったのは祖母が認知症

になったことからで，福祉の現場では介護支援専門員として様々な事例と関わり，

同時にご家族のご苦労も見て参りました。これから高次脳機能障害の方を支援し

ていく上で，先ずは私自身が高次脳機能障害の知見を深めなければなりません。

1 日でも早く，高次脳機能障害を持つ方々のお役に立てるよう，周囲の方々のご

指導を頂きながら課題解決に向け真摯に取り組んで参ります。 

これから友の会の方々にお会いする機会があるかと思います。その際には是非，

生のお声をお聞かせいただければ幸いです。 

今後もコミュニケーションを大切に，チームで業務に取り組んで参りますので，

よろしくお願いいたします。 

土井 亜季 

今年度４月に高次脳機能障害支援センターの職員になりました土井と申しま

す。私は、介護福祉士として高齢者の分野で経験を積み、障害者就労継続支援事

業所での勤務を経て、再度、高次脳機能障害支援センターに戻ってまいりました。 

それぞれの方の立場・年齢・環境が違う様に支援の形も様々だと思います。こ

れから少しでも自身で培ってきた経験を生かせるように、高次脳機能障害につい

て日々学びながら様々な方の支援を行っていきたいと考えています。 

まだまだ知識・経験ともに不十分な私ですが、少しでもお力になれるよう皆様

に関わっていきたいと考えておりますので、宜しくお願い致します。 

今後ともお会いする機会がありましたら、気軽にお声かけ下さい。 
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《《 センターからのお知らせ 》》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お気軽にご相談ください（TEL：０２９－８８７－２６０５） 

髙松麻美子 

今年度から寺門さんの後任として支援コーディネーターを務めることになりま

した髙松と申します。職種は心理職です。これまでは児童福祉領域の現場が中心

で，主に発達検査等の実施を担当していましたが，新たな領域で日々学ばせていた

だくことがたくさんあり，刺激をたくさんいただいています。 

まだまだ不勉強ではありますが，少しでも皆さんのお力になれるよう，また，安

心して生活するお手伝いができるように微力ながら頑張っていきたいと思ってい

ます。どうぞよろしくお願い致します。 

 

☆このたび，茨城県高次脳機能障害支援センターの公式 Twitter アカウント

（@Iba_koujinou）を開設しました。高次脳機能障害支援に関することや研修情

報等をつぶやいていく予定です。フォローや RT よろしくお願いします。 

プロフィール画像には友の会にもご協力いただいてセンターで作成した缶バッ

ジのデザインを使わせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

よろしく 

お願いします☆ 
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≪≪ たくさんの縁・想い・そして感謝 ≫≫ 

土浦市  土屋 かおる 

既往症を持っている娘にとって、新型コロナウイルスという目に見えない感染症か

ら身を守るべく、母親として神経をとがらせている今日この頃です。毎年、インフル

エンザの時期には手指のアルコール消毒とマスクを欠かさずに生活していますが、コ

ロナウイルス感染防止のために、更に気を引き締めていかなければなりません。 

 

緊急事態宣言の中では、ステイホームを心掛けて…との事でしたが、私自身、数年

前の腸の手術後からずっと、お腹の調子が不安定で、緊急事態宣言の前からステイホ

ームの生活でしたので、５月の連休中、断捨離を始めてみました。「いつか手を付けよ

う」と思ったこと、何回あったでしょう(笑) 

約１０年前に引っ越しをした時にクローゼットの奥に眠っていた段ボールたち…。

出てきました！！子供達のお宝がいっぱい！！学級通信・連絡網・作文・作品・絵画・

写真・部活関係の書類などなど…。まあ、よくもこんなに取っておいたものだと…。 

子供達は「要らない！」と言うけれど、私が捨てられない…。一つ一つ手に取り、当

時を懐かしみ、あっという間に時間が過ぎて、気がつけば足の踏み場がない程の物！

物！物！ 

途中、何度も飽きて疲れての繰り返しでしたが、なんとか片

付け終了。と言うより、「この辺で終わり」と、またクローゼ

ットの奥へ…。次回はまた数年後かな… 

 娘は、３４年前に生を受け、誕生と同時に未熟児センターへ

入院。幼少期に大病を患い、その後 18 才で再燃して年子の妹から新しい命を授かり

ました。（ドナーとして） それ以来、一年間に二回もの誕生日を祝っている娘。セカ

ンドバースデーの７月 30 日は、一年間禁止されていた生物…ケーキと大好きなお寿

司でお祝いです。 

その後、療養生活も終わった 20 歳の時に交通事故に遭い、現在に至ります。 

病院とは 34 年の長いお付き合いになります。数年前に新病院へ移転し、旧病院

の小児科があった建物は更地になっています。辛い闘病期を過ごした場所…普通だ

ったら避けて通りたいところでしょうが、私は買い物ついでに何故か足が向いて懐

かしくも感じてしまう場所…。小児科で同室だった付き添いのママ達、消灯後、自

販機で飲み物を買って暗い廊下で話をしましたね。泣いたり笑ったり…私にとって

心休まるひと時でした。 

会 員 の 声 



－ １１ － 

「車、止められた？私は帰るから、入れ替えしちゃいな

よ」と、いつも声を掛けてくれた方。移植の体験をたくさ

ん話してくださって励ましてくれたおばさま。自分も辛い

中、吐き気がする娘の背中をさすってくれていたおばあさ

ま。おやつの大判焼きを食べようと、大きな口を開けた途

端、先生が回診に来られて、慌てたこともありましたね。

思い出す事が沢山ありすぎて書ききれません。 

そして、患者だけでなく、常に家族に寄り添ってくれて

いたお医者さんと看護師さん達。小児科時代、新人さんだった看護師さん達も長い

年月を経て師長・部長として忙しく飛びまわる毎日ですね。いつも私たち家族を気

に掛けていただき長いお付き合いをしてくださり、本当にありがとうございます。 

先日、悪性リンパ腫で闘病されている笠井信輔さんのブログで「引き算の縁と足

し算の縁」というフレーズを見つけました。確かに病気になってしまった事は引き

算なのかもしれない。でもそれ以上に得た物が沢山あって、マイナスばかりではな

いんですよね。今までの娘の闘病生活を顧みてそう感じています。治療さえなかっ

たら、もう少しここに居てもいいかな…？と思うほど精神的に安心できた居心地の

良い病棟だったのだと。そして、訪問看護の看護師さん、労災サポートの看護師さ

ん、カウンセリングの臨床心理士の先生、精神科の先生、脚に合う装具を探してく

れた先生・PTさん、デイサービスの皆さん、社協の相談支援専門員さん、些細なこ

とにも相談に乗ってくれている弁護士さん、愚痴を聞いてくれる友人たち。皆さん

のお陰で、少しずつですが新しい一歩を踏み出せているのだと思います。多方面か

ら支えてくださっている皆様に感謝いたします。 

最近の娘は、デイサービスとショートステイ、病院受診と忙しい日々を過ごして

います。私のお腹の調子に左右される毎日なので、食事や入浴を待たせてしまう事

も多いのですが、わがままも言わず、私の体を労わってくれる娘に脱帽です。 

私の手術後は、外食や旅行にも行くことが出来ていませんが、コロナが沈静化し

て、また穏やかな日常に戻った時には、妹と一緒に映画を見に行ったり、大好きな

ディズニーランドへ行ったりして楽しい日々を過ごして欲しいと思っています。 

 



－ １２－ 

 

 

 

≪≪ 当事者会が始まります ≫≫ 

 

 

 

 

 

 

   

≪≪ 新聞記事から ≫≫ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

 長年の間、私たちの会の取材を続けて来てくださった茨城新聞の斉藤明

成記者が、今春東京支社に転勤になりました。高次脳機能障害に関心を持

ち続け、様々な行事にも積極的に駆けつけてくれました。その斉藤記者の

お人柄が分かる記事を見つけましたので、ご紹介します。 

◆  昨年度より、支援センターのご指導を受けながら「当事者会」の活動が動

き始めました。まだまだ手探りの状態ではありますが、今年度は役員会の中

に、当事者会担当の係も作りました。第 1 回目を 7 月 19 日に予定してお

りますが、コロナウィルスの感染状況等によっては、変更することもあり得

ます。詳しくは、後日お知らせしますのでお待ちください。（HPも） 

※広報誌「筑波のかえる」は、「茨城県福祉団体補助金」により発行しています。 


